Ｈ１９年総務常任委員会視察報告
　　　　　　　
委員　水口裕子
１日目　１１月７日

淡路市　北淡震災記念公園

平成７年１月１７日未明に発生したマグニチュード７.３の大地震は後に「阪神・淡路大震災」と名付けられたとおり、淡路島にも大きな被害をもたらしました。

旧北淡町では当時の町長が震災後すぐ、隆起・移動した野島断層を保存・展示しようと考え、ビニールシートをかけて保護に努められたそうです。　　　　　　　　

大きな隆起、ずれ、地割れなどの現物の他に、人工的に掘り下げて断層を視覚的に捉えることができるようにしたトレンチなど、地震エネルギーの巨大さ、人力の及ばない自然の力を実感する迫力満点の教材になっていました。
たくさんの犠牲者の方や関係者には申し訳ないけれど、この震災記念館を地域おこしにも使えると考えた（というふうにわたしは捉えました）当時の町長の先見性は、すごいと思いました。
平成１０年には国の天然記念物に指定されています。

被害を伝え、後世に警告を発信するのは当然ですが、次々と新しいモニュメントを増やしていくことで、いつまでも多くの来館者があるのでしょう。

次々とアイデアを出してあきさせない努力を、見習うべきだと思いました。

地震の体験とともに、びわのアイスクリームやなまず料理を説明する語り部さんにも、その熱意が強く感じられました、ありがとうございました。

南あわじ市　風力発電

ＣＥＦ南あわじウィンドファームは、内灘町に３２基の海表風力発電建設計画をもたらしたクリーンエナジーファクトリーが、今年８月稼動した２５００キロワット×１５基、最大出力３７５００キロワットの国内最大級の風力発電基地です。
地中ケーブルで関西電力に売電は、内灘の計画と同じですが、こちらは海抜１１８～２２６メーターの小高い丘陵地に立っています。

建設費は約１００億円。

動き始めて３ヶ月ですが、騒音問題が起きていました。一番近い家は風車から３５０メートル。でも説明をした職員さんは「距離ではなく、地形の問題です」と。今後、防音壁も検討しているとのことでしたが、地元に営業所があり、対応は誠実だそうです。
震災対策

風力に時間を取られてあまり議論ができませんでしたが、いただいた資料を見ると、目指している要援護者の避難支援体制がすばらしい。

自主防災組織、消防団、民生委員を中心に支援対象者一人ひとりに複数の支援者を決め、避難方法や避難先などを具体的に決めるらしい。
添付写真によれば、すでに車椅子に乗った要介護者が避難場所に誘導される避難訓練がされています。リヤカーに乗った人もいます。

内灘町でも、それぞれの町会で、このような具体的な避難訓練をするべきですし、現在「内灘町肢体不自由児・者父母の会」が要望している災害時要援護者名簿の作成と支援体制の構築を進めなければ、と思います。
２日目　１１月８日
三豊市　コミュニティバス

平成１８年１月に７町が合併して三豊市ができたとき、４町にはコミバスが走っていました。その後全市に広げるためプロジェクトチームができ、高校生、８０歳以上の福祉タクシー利用者、６５～７９歳の高齢者などかなり綿密なアンケートや調査をした。アンケートの回収率も９５パーセント。各家を職員が回った等、驚かされることが多かったのですが、最後に、説明員の２名の職員さんが「コミバス専属」と聞いて納得しました。

ただ、資金があるからと甘いことは言わず、〇年〇月までに乗車率を〇パーセントにしないと廃止する、ということになっているそうです。（もし廃止ならその後をどうするかは、やはり、頭の痛い問題ですとおっしゃっていました）

内灘町でも住民のみなさんの、盛り上げよう、という意識を盛り上げることが必要です。
その後、試乗。乗客は私たちだけでした・・・
